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１．研究の目的
今日中国華北、特に所謂「黄土高原地帯」において
は乾燥化・砂漠化が急速に進行し、その対策が早急に
求められている。現時点では植林による緑化が進めら
れているが、急激な改善は見込めず、深刻な水不足は
農業・工業などの生産活動にも支障をきたし、人口の
流出も始まっている1）。これらの問題は中国社会のみ
ならず、日本にも影響を与えている。第一に砂漠化の
進行に伴い、大量の黄砂が大気中に巻き上げられて偏
西風によって日本に運ばれることとなり、例年では春
先に記録されるだけだった黄砂現象が一年中にわたっ
て観測されるようになっている。第二に中国大陸内部
で乾燥化が進むため高気圧の勢力が強くなり、それが
日本の気圧配置に影響を及ぼしており、近年の暖冬化
の要因の一つではないかと推測されている。
こうした問題に対する対策としては、第一に植林や
水の供給などの技術的対策、第二に技術を導入し定着
させるための資金を捻出するための経済的対策、第三
に対策を行い実効力を持たせるための法制度の整備が
必要となろう。しかし、これらを現地に根付かせるた
めには現地社会の分析もまた必要である。そこに歴史
研究が関与しうる部分がある。また、現状がどのよう
な経過を経て今日のような状況をもたらしたかを分析
することは、中国のみならず、人間社会の今後を考え
れば考慮を要するところである2）。本研究は、中国華
北地域の開発と災害がどのような経過をたどるかを分
析するものである。
２．研究の概要
本研究は、中国華北地帯の開発・災害の歴史的展開
を探るために、以下の作業を行うものである。
①歴史的にどのような災害がいつ起こったかを時系
列的に把握する。
・中国の正史・実録・檔案・地方志には災害の記
録が記載されており、これらをもとにして、地
域ごとの災害年表を作成する3）。
・上記史料類は件数が膨大にあり、限られた時間
と人員ではすべてを把握することは無理がある
ため、今回は山西省の明・清時代の記録にとど
めた。
・明・清時代にとどめた理由は、16世紀頃に大きな
環境の変化があったと想定されるからである4）。
・基本的には『中国地方志集成』（大正大学図書
館蔵）の記述を利用するが、集成所載の地方志
以外にも国内の蔵書があるため、出張によって
閲覧してデータの補正を行った。
②災害年表に基づき、環境の変化がどのようなもの
だったかを分析し、同時に関連史料を収集整理し、
以下の点についての考察を行う。
・環境の変化を当時の人々がどのように把握して
いたのか。
・それらの変化がどのような人間活動の結果もた
らされたと考えられるか。
・それらの変化に対してどのような対策が講じら
れたか。
③以上の考察を、更に先行研究と比較考察する。
３．研究の成果：大同府の事例
本研究の成果の一部として、山西省大同府（現山西
省大同市及びその周辺）を事例として提示する。大同
府は山西省北部に位置し、万里の長城が府城の北部を
走り、近郊には雲崗石窟などの歴史遺産を有するとこ
ろである（付地図参照）。黄河屈曲部の東部に位置し、
黄土高原地帯の東北端と位置づけられる。本研究代表
者は 2009 年９月に当地を訪れて周辺地域の自然状況
を観察したが、乾燥化が進行して世界遺産も崩壊の危
機にあることを実感した。また、移動中にみた村落は
放棄されて崩壊にまかされているものも多く、人々が
他の地域へ移動していることが窺われた。
さて、山西省全体の災害発生の傾向であるが、先ず
光緒『山西通志』巻八三～八六大事記の旱害と水害の
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発生状況によってみてみよう。金王朝時期までは水害
26 回、旱害 23 回と均衡しているが、元代に水害２
回旱害７回と旱害の増加が見られ、以後清代まで旱害
が水害を上回る状況が続く。この他、山西省の地理的
な位置から当然とは思われるが、霜や大雪の被害が多
いことも窺われる。また、地震が多いこともわかる。
以上のことから、元代頃から旱害が増加し、乾燥化
が進んでいることが推定されるが、これを大同府でみ
るとどうなるか。大同府所属州県の災害の年次経過の
表を見てみよう（付表参照）。この表は大同府所属の
州県の地方志の祥異（地方志によって名称の異同あり。
大事記、祥災など）の項目から、明・清王朝期の災害
関連事項をまとめたものである。ここから読み取れる
ことは、元代まではそれほど旱害の記載がなく、明・
清時代になって、特に後代になるにつれて旱害の記載
が増加すること。同時に水害の記事も減少するわけで
はないことがわかる。水害の記事が減少しないことは、
山岳地帯の保水力が失われているため、一旦雨が降れ
ば鉄砲水となって下流を襲うことが想定される。
今少し、表から読み取れることを述べてみたい。先
ず記録として 16 世紀以前と以後で記載量が大きく変
わってくる。これを史料の欠落とみるか、実際に 16
世紀以降に災害が増加するのか、今後更に検討したい。
次に 18 世紀の前半に旱害が多く、19 世紀前半に水
害が多発していることにも注意した。気象の違いだと
するとそれまでだが、17 ～ 18 世紀に農地の開発が
進行し、灌漑設備の遅れによって水不足が生じたとい
うことも想定しうる。また、水害の多さは山の保水力
の現象が考えられる。
以上のことを関連史料に基づいて確認してみたい。
先ず乾燥化の進展について見てみよう。乾隆『大同府
志』巻二十七芸文には元代の麻治「重修律呂神祠碑記」
がおさめられている。これによると、北魏の時につく
られ、唐王朝期に修築された神祠の場所に泉があり、
その水を引いて付近の水車や灌漑などに用いられ、長
年豊かな水を供給していたが、時代が過ぎる中で壊れ
て忘れ去られていた。この神祠を再興しようというの
である。また、同書同巻には同じく元代の姽拝延普華
「雷公山感応碑記」がある。これによると、至正 21
年（1361）、マメやムギがまさに結実しようとする春
に雨がなく、収穫が見込めないと民の生活のみならず、
軍用馬の食糧まで欠いてしまう恐れがあり、官民とも
に憂いていた。そこで雷山潤済侯祠で犠牲を捧げて香
を焚き、三日間祈りを捧げたところ雨が降ってきたと
いう。水を司る神祠の再興や雨乞い儀式の実施などの
記録が碑文として残されている状況を考えると、この
時代すでに乾燥化へと向かっていた可能性は否めない。
明王朝期はその治約 300 年のうちのほとんどがモ
ンゴルとの対立の状態にあり、16 世紀後半に和議に
なるまで、大同府は軍政下に置かれた最前線であった。
この間の山岳地帯の状況がどのようなものかは推測し
かできないが、長城近辺は長城の煉瓦を焼くためにか
なりの山林が伐採されたともいわれるし、またモンゴ
ル騎馬軍に対する防衛林を創設するために植林が行わ
れたともいわれる。いずれにせよ、16 世紀以降は急
速に開発が進んだと考えられる5）。大同府についても
同様で、前掲『大同府志』の芸文に 17 世紀の状況を
記す呉炳の「覆通飭興修農田水利等事宜稟啓」には以
下のように記される。
応州の東・西・北の土地は平坦であり、南側のみが
山々が連なり地勢は高くなっている。東側には渾河
が流れている。この渾河は渾源州の神頭村に源を発
し、応州の寺家荘へと流れ、安楽営を過ぎて南流して
柳会村などの諸村を過ぎ、大同県の小長城へと流れる
六十二里が本応州での流れである。西側には桑乾河が
流れている。桑乾河は馬邑県の洪濤山に源を発して山
陰地方を流れ、応州の梁亭邑で入境し、北部の屯児荘
などの村を過ぎ、大同県の小村児へと流れる四十七里
が本応州での流れである。私はこの二つの河川の両岸
の状況を視察しましたが、渾河のほうでは農地は河身
より五・六尺高く、桑乾河では八・九尺高くなってお
ります。この両河は雨が少ないと流れは帯のように細
くなり農地へ給水することは困難であります。その一
方でひとたび雨が続くと怒濤の流れとなり、両岸に溢
れてしまいます。
渾河・桑乾河は大同府の代表的な河川であるが、渇
水期には流れがほとんどなくなり、長雨が続けば洪水
となる、というのは今日の中国北部の河川状況によく
似ており、山地の保水力が低下していることが窺える。
呉炳の文は更に灌漑の水路の設定と水の分配方法に
ついて言及している。この文が書かれた時代（乾隆
33 年、1768）には叙述によると、この地域への開拓
入植がかなり進行している状況が窺える。南部の山岳
地から平地につながる部分の、山の泉を利用した開発
であろう。山地近くの泉に豊富な水量があることが記
されており、それに頼って開発が進められたようであ
る。その後おそらくは人口増により開発が進展して平
野部へ拡大し、18 世紀の段階で新たに灌漑水の確保
が必要となったのである。
同文は更に、水の使用方法について詳しく述べてい
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る。即ち、村毎に灌漑面積に応じて渠道から水を引く配
分、村毎に管理人員の派遣、農閑期の水路保持のための
作業、渇水に備えた井戸の掘削などを定めている。山西
省中部における水利組織についての研究があるが 5）、少
ない水資源を生かすために村毎の給水時期と給水量の
細かい規定があったことが示されている。年を追う毎の
旱害増加に対して、厳しい制約があったことが窺える。
４．今後の課題
助成研究の成果として山西省東北部の大同府の事例
を取り上げたが、今回、災害の発生状況を追い、明代
から清代にかけての人間活動が大きく関係している可
能性がより明白となった。但し、災害は様々なことを
原因として発生する。人口の動向との関連性、河川の
上流と下流の関係、山地と平地の関係など、まだ突き
合わせて検討する必要がある事柄が見えてきた。
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1516 旱 大旱 旱
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1534
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1544 雨・雹 雨・雹 大水 饑・雨・雹・大水
1545
1546
1547
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1549
1550
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1556
1557
1558
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1566
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1570 雨・雹 雨・雹
1571
1572 雨
1573
1574 大疫 大雨・饑 水
1575 水
1576
1577
1578
1579
1580 水 大疫 水・疫
1581 地震 地震 地震
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1600 旱・大饑 旱
1601 大饑
1602
1603
1604
1605
1606
1607
1608
1609
1610 旱・饑・疫 旱・饑・疫 旱・饑・疫
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1628 風・旱・饑・地震 霜
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1670
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1672
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1680 饑 大饑・疫 大饑 旱・疫 旱
1681 饑 旱・疫 饑
1682
1683 地震
1684 饑
1685
1686
1687
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1688 無雪
1689 饑 饑
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1693 水 水
1694 饑
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1700 大旱
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1713
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1721 旱 大風 旱 旱
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1724
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1726
1727
1728 雨・雹 雨・雹
1729
1730 大旱・地震 旱 旱
1731
1732
1733 旱・疫
1734 雨・雹
1735
1736
1737
1738 地震
1739
1740
1741
1742 饑
1743
1744
1745 大旱 旱 旱
1746 雨・雹 雹
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1806 大雨・雹
1807
1808 虎
1809
1810
1811 饑
1812
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1814 地震
1815 地震
1816 大風
1817
1818
1819 大雨・大雹 大雨 雨・雹
1820 大雨・雹 大雨
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1822 大水・疫
1823 大疫
1824
1825
1826
1827 大疫・大雪 大疫
1828
1829 雨・雹
1830
1831
1832 饑 霜・大饑 旱・饑 霜
1833 大疫 雨・雹 大饑
1834
1835
1836 蝗 蝗 蝗
1837
1838
1839 饑
1840
1841
1842
1843
1844
1845
1846
1847
1848
1849
1850
1851
1852
1853
1854 疫・地震
1855
1856
1857 蝗
1858 疫 大疫
1859
1860 大雪 雨・雹・雪 大雪
1861 雨
1862 大疫 大疫 大疫
1863
1864
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1865
1866
1867 疫
1868 大旱
1869
1870
1871 大雨 大雨 大雨
1872 大雨
1873
1874
1875
1876 地震
1877 旱 旱
1878
1879 地震 雨・雹
1880
1881
1882 地震
1883 地震
1884 饑
1885
1886
1887
1888
1889
1890
1891
1892 饑
1893
1894
1895
1896
1897
1898
1899
1900 饑
1901
1902 疫
1903
1904
1905
1906
1907
1908
1909
1910
1911
1912
1912 以後
道光大同県志 光緒天鎮県志 雍正陽高県志
順治渾源州志・
乾隆渾源州志・
光緒渾源州続志
光緒懐仁県新志 康煕霊邱県志・光緒霊邱県補志 崇禎山陰県志 乾隆大同府志
